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全国的な子宮頸がんの発生率は、50歳以上ではこの20年間で順調に減っ
てきていますが、逆に20～24歳では約２倍に、25～29歳では約３～４倍に増
加しています。
また、骨密度は30歳代から減少し始め、更年期を境に急激に減少します。
村の子宮がん検診及び骨粗しょう症検診の年代別受診割合を見ると、若
い世代の受診割合が低い傾向にあります。若い時から受診し、子宮がんの早
期発見・早期治療および将来の骨折や寝たきり予防に心がけましょう。

①牛乳などカルシウムの多い食品をとらない

②戸外で日光に当たることが少ない

③運動不足である

④小柄でやせている（女性のみ）

⑤閉経後または卵巣を切除（女性のみ）

⑥血縁者に骨粗しょう症の人がいる

⑦無理なダイエットをしたことがある
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区　分

児童１人のとき

児童２人のとき

児童３人以上の

と き

全部支給される者

月額41,880円

児童が１人のときの額に5,000円を追加

３人目から１人増すごとに

3,000円を加算

一部支給される者

所得に応じて月額

9,880円～41,870円


